
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
石
炭
火
力
発
電
所
の

新
設
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
多
く
の
皆
さ
ん
が
運

動
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
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現
在
、
東
京
湾
岸
に
石

炭
火
力
発
電
所
の
新
設
計

画
が
５
基
（
袖
ケ
浦
市
に

１
０
０
万
kw
２
基
、
千
葉

市
に
１
０
７
万
kw
１
基
、

横
須
賀
市
に
75
万
kw
２

基
、
合
計
出
力
４
５
７
万

kw)

が
着
工
に
向
け
準
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

同
じ
頃
、
市
原
市
に

も

石

炭

火

力

発

電

所

１
０
０
万
kw
１
基
の
新

設
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、
石
炭
火
力
は
長
期
的

に
み
て
採
算
が
取
れ
な

い
と
い
う
理
由
で
中
止

(

２
０
１
７
年
３
月
23
日

関
電
発
表)

と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
裏
に
は
、
パ
リ

協
定
で
定
め
ら
れ
た
地
球

温
暖
化
対
策
と
し
て
の
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
目
標
達
成
が

石
炭
火
力
で
は
困
難
で
あ

る
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
石
炭
火
力

は
以
下
の
よ
う
な
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
石
炭
火
力
を
考
え
る
東

京
湾
の
会
」
と
し
て
は
、

計
画
を
取
り
止
め
る
よ
う

環
境
省
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県
さ
ら
に
は
事
業
者
に

　

今
、
東
海
第
二
原
発

(

正
式
に
は
東
海
第
二
発

電
所)

の
20
年
延
長
運
転

に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制

委
員
会
が
認
可
を
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

東
海
第
二
原
発
は
、
30

㎞
圏
内
に
96
万
人
が
暮
ら

し
て
い
る
と
い
う
日
本
一

の
人
口
密
集
地
に
あ
る
原

発
で
す
。
ま
た
、
千
葉
県

や
東
京
都
な
ど
首
都
圏
に

も
隣
接
し
て
お
り
、も
し
、

こ
の
原
発
で
過
酷
事
故
が

起
き
た
場
合
、
国
を
滅
ぼ

し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
以
外
に
も
多
く
の

問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

▼
２
０
１
１
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
と
大
津

波
で
被
災
、
外
部
電
源
は

遮
断
さ
れ
、
５
・
４
ｍ
の

津
波
に
襲
わ
れ
、
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台

中
１
台
が
停
止
、
あ
と
70

の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、

防
潮
堤
す
ら
な
く
東
海
第

二
原
発
事
故
と
の
複
合
災

害
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
。

　

そ
こ
で
、
東
海
第
二
原

発
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て

も
20
年
延
長
運
転
＝
再
稼

働
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
去

る
５
月
21
日
に
１
都
７
県

(

東
京
、
千
葉
、
神
奈
川
、

埼
玉
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、

山
梨)

で
「
と
め
よ
う
！

東
海
第
二
原
発　

首
都
圏

連
絡
会
」
を
結
成
。
月
２

回
、
東
京
で
定
例
会
を
開

催
、
色
々
な
取
組
み
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
日
本
原

　

９

月

20

日
、
自
民
党

総
裁
選
が
終

わ
っ
た
。
天

皇
が
代
わ
る
と
い
う
の
に

相
も
変
わ
ら
ず
総
理
大
臣

は
安
倍
氏
が
続
け
る
こ
と

に
な
る
▼
国
民
が
関
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
党
内
選

挙
を
街
頭
に
繰
り
出
し
、

秋
葉
原
で
は
市
民
を
締
め

出
し
て
支
持
を
訴
え
る
安

倍
氏
。
何
か
変
で
は
な
い

か
▼
朝
鮮
で
は
、
南
北
首

脳
が
会
談
し
、
半
島
の
非

核
化
が
確
認
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
と
の
終
戦
が
望
め
東

ア
ジ
ア
の
平
和
が
近
づ

く
時
節
が
到
来
し
た
の

に
。
こ
ん
な
時
に
、
沖
縄

県
民
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
の
新
基
地
建
設
や
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備

を
計
画
し
て
い
る
▼
沖
縄

知
事
選
挙
の
結
果
は
ま
だ

出
て
な
い
が
、
県
民
ば
か

り
か
全
国
か
ら
辺
野
古
基

地
建
設
反
対
、
自
衛
隊
元

空
将
補
が
市
民
運
動
に
参

加
、
首
相
の
地
元
山
口
県

の
首
長
か
ら
も
イ
ー
ジ
ス

配
備
反
対
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
▼
ま
た
９
月
15
日

に
は
「
日
朝
友
好
千
葉
県

の
会
」
が
結
成
さ
れ
日
朝

交
流
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
平
和
運
動

の
う
ね
り
で
参
院
選
挙
に

安
倍
打
倒
を
目
指
そ
う
。

cm
高
い
津
波
が
来
た
な
ら

ば
福
島
第
一
原
発
と
同
様

の
大
惨
事
に
な
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

▼
60
年
前
の
古
い
設
計
に

よ
る
原
発
で
あ
り
、
根
本

的
な
耐
震
設
計
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
地
震
に
弱

い
こ
と
。

▼
新
規
制
基
準
の
定
め

る
「
不
燃
ケ
ー
ブ
ル
」
に

交
換
す
る
の
は
、
全
長

１
４
０
０
㎞
の
ケ
ー
ブ
ル

の
わ
ず
か
15
％
で
あ
り
、

一
度
火
災
が
発
生
し
た
場

合
は
大
惨
事
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
。

▼
わ
ず
か
２
・
８
㎞
の
距

離
に
核
燃
料
再
処
理
工
場

が
あ
り
、
停
止
は
し
て
い

る
も
の
の
、
多
量
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
そ

さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
で

は
９
月
議
会
に
向
け
13
議

会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　　　

以
上
述
べ
た
以
外
に
も

日
本
に
は
再
稼
働
し
て
は

な
ら
な
い
理
由
と
し
て
、

・
地
震
や
火
山
噴
火
等
の

自
然
災
害
が
多
い
こ
と
。

・
使
用
済
み
核
燃
料
の
後

始
末
が
出
来
な
い
状
態
で

あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
政
府
と
し
て
も
、

一
日
も
早
く
、
脱
原
発
・

脱
石
炭
そ
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
路
線

に
転
換
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
脱
原
発
運
動
へ
の
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

対
し
申
し
入
れ
を
し
ま
し

た
。

▼
地
球
温
暖
化
ガ
ス
と
言

わ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
が
大
き
い
こ
と
。

▼
石
炭
に
は
多
く
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
健

康
や
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
。

▼
東
京
湾
岸
に
は
沢
山
の

火
力
発
電
が
あ
り
こ
れ
以

上
増
や
す
と
公
害
問
題
が

再
燃
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
。

▼
発
電
所
か
ら
出
る
温
排

水
と
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ

の
注
入
に
よ
り
漁
業(

ノ

リ
養
殖
を
含
む)

関
係
者

に
被
害
を
与
え
る
こ
と
。

　　

次
に
、
千
葉
県
で
は
、

ど
の
位
発
電
し
、
そ
の
電

気
を
ど
の
位
使
っ
て
い
る

の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

平

成

28

年

度

確

定

値(

出
典
・
資
源
エ
ネ

ル

ギ

ー

庁)

に

よ

る

と
、
県
内
の
発
電
実
績

は
１
０
３
８
億
kw
ｈ
、

県
内
の
電
力
使
用
量
は

３
５
８
億
kw
ｈ(
発
電
実

績
の
35
％)

、
そ
し
て
こ

の
発
電
量
は
日
本
一
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
千
葉
県
で

発
電
す
る
電
気
の
65
％
が

県
外
使
用
な
の
で
す
。
言

葉
を
変
え
れ
ば
、
他
県
の

た
め
に
発
電
し
、
公
害
だ

け
は
千
葉
県
が
引
き
受
け

電
本
社
前
や
規
制
委
員
会

前
抗
議
行
動
、
駅
頭
街

宣
、
署
名
活
動
、
日
本
原

電
周
辺
へ
の
チ
ラ
シ
配
布

等
、各
自
治
体
へ
の
請
願
・

陳
情
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
運
動
の
中
で
、

各
地
方
自
治
体
で
も
動
き

出
し
ま
し
た
。

　

地
元
茨
城
県
は
、
44
市

町
村
議
会
の
内
、
28
議
会

が
延
長
と
再
稼
働
に
反

対(

８
月
23
日
現
在)

で

63
％
で
す
。
こ
れ
は
県
人

口
の
70
％
に
あ
た
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は

県
知
事
の
考
え
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

埼
玉
県
・
東
京
都
・
千

葉
県
等
で
も
取
組
み
が
な
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〜
四
季
へ
の
い
ざ
な
い
〜　

赤
い
羽
根
十
人
ほ
ど
の
町
工
場　
　

水
明

十
月
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
社
会

福
祉
事
業
・
厚
生
保
護
事
業
の
資
金
を
募
集
す

る
運
動
で
、
醵
金
し
た
人
の
胸
に
赤
い
羽
根
が

つ
け
ら
れ
る
。
一
九
一
三
年
米
国
で
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
、
日
本
で
は
昭
和
二
十
二
年
、
フ
ラ

ナ
ガ
ン
神
父
の
す
す
め
で
、
佐
賀
、
福
岡
県
が

実
施
し
た
の
に
な
ら
い
、
各
都
道
府
県
で
も
共

同
募
金
会
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
赤
い
羽
根
が
良
く
似
合
う
工
員
達
。
そ
れ

は
又
矜
持
の
印
か
も
し
れ
ぬ
。

俳句

　
日
本
の
秋
を
彩
る
花
の

ひ
と
つ
に
、「
彼
岸
花
」

が
あ
る
。
普
段
は
気
が
付

き
に
く
い
が
、
不
思
議
な

く
ら
い
秋
の
お
彼
岸
近
く

に
赤
い
花
を
咲
か
せ
て
驚

か
せ
る
。
今
年
も
、
自
宅

近
く
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
生
け
垣
の
根
元
に
、
赤

と
白
の
彼
岸
花
が
咲
き
並

び
、
通
行
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。

　

夏
場
は
写
真
の
題
材
に

な
る
花
が
少
な
く
寂
し

か
っ
た
。
早
速
ネ
ッ
ト
で

調
べ
た
と
こ
ろ
、
千
葉
公

園
内
の
荒
木
山
周
辺
で
彼

岸
花
が
咲
き
始
め
た
と
の

こ
と
。
早
速
カ
メ
ラ
を
か

つ
い
で
出
か
け
た
。

　

荒
木
山
に
登
る
坂
道
沿

い
や
頂
上
周
辺
に
結
構
彼

岸
花
は
咲
い
て
い
た
。
緑

色
の
草
む
ら
や
、
木
の
根

元
で
こ
も
れ
陽
が
差
し
込

む
よ
う
な
と
こ
ろ
で
光
り

輝
く
赤
い
彼
岸
花
は
良
く

目
立
ち
絵
に
な
る
。

　

９
月
９
日
、
市
原
市
勤

労
会
館
で
、
生
か
せ
憲

法
・
市
原
市
民
連
絡
会
主

催
「
第
12
回
講
演
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
映
画
と
音

楽
で
つ
づ
る
憲
法
の
話
」

を
テ
ー
マ
に
、
武
蔵
野
美

術
大
学
教
授
（
憲
法
学
）

　

買
っ
た
ば
か
り
の
望
遠

レ
ン
ズ
で
撮
影
を
開
始
。

き
れ
い
で
絵
に
な
り
そ
う

な
花
を
探
し
、
構
図
や
ボ

ケ
具
合
、
露
出
な
ど
考

え
な
が
ら
撮
る
。
特
に
、

蝶
々
が
花
に
止
ま
っ
た
ら

最
高
。
今
回
も
２
回
ほ
ど

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
何

枚
か
撮
っ
た
が
動
き
が
早

く
う
ま
く
撮
れ
な
い
。

　

う
ち
に
帰
っ
て
さ
っ
そ

く
写
り
具
合
を
確
認
し
た

が
、
や
は
り
彼
岸
花
の
撮

り
方
は
難
し
い
。
定
番
の

撮
り
方
だ
と
た
だ
写
っ
て

い
る
だ
け
で
面
白
く
な

い
。
こ
れ
は
と
い
う
写
真

で
も
ピ
ン
ボ
ケ
や
手
振
れ

が
あ
っ
て
は
ボ
ツ
。
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
、

秋
の
草
花
や
紅
葉
の
撮
影

が
楽
し
み
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
彼
岸
花
は
、

不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

昔
は
土
葬
さ
れ
た
遺
体
を

荒
ら
す
モ
グ
ラ
を
防
ぐ
た

め
墓
の
周
り
に
毒
の
あ
る

彼
岸
花
を
植
え
た
た
め
、

秋
の
お
彼
岸
の
頃
に
お
墓

の
周
り
に
彼
岸
花
を
見
か

け
る
こ
と
が
多
い
と
い
う

こ
と
だ
。

　

さ
て
、
ア
ベ
総
裁
が
３

選
さ
れ
た
。
何
と
し
て
も

改
憲
を
阻
止
し
、
平
和
憲

法
を
守
る
た
め
の
花
を
全

国
に
咲
か
せ
た
い
も
の

だ
。　
　
　
　
　

【
金
谷
】

の
志
田
陽
子
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
志
田
さ
ん
は

映
画
、
音
楽
、
美
術
な
ど
、

文
化
か
ら
憲
法
を
考
え
る

こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

講
演
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
の
映
像
を
交
え
な

が
ら
、
節
々
で
講
師
本
人

が
歌
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
講
演
要
旨
で
す
。

　　

「
１
７
８
９
年
フ
ラ
ン

　

細
川
た
か
し
の
演
歌

「
矢
切
の
渡
し
」
で
も
知

ら
れ
る
松
戸
市
矢
切
。
江

戸
川
縁
の
そ
こ
は
矢
切
ネ

ギ
な
ど
東
葛
野
菜
を
生
産

す
る
耕
地
が
広
が
り
、
北

側
の
台
地
に
は
緑
地
の
斜

面
林
が
連
な
る
水
と
緑
の

田
園
地
域
で
す
。
84
㌶
の

矢
切
耕
地
。
市
街
化
が
進

む
松
戸
市
で
は
唯
一
の
ま

と
ま
っ
た
農
地
で
す
。
そ

こ
に
20
㌶
の
巨
大
物
流
セ

ン
タ
ー
構
想
が
浮
上
し
ま

し
た
。

　

昨
年
11
月
の
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
よ
る
地
権
者
説
明

会
を
皮
切
り
に
、
今
年
３

月
に
土
地
売
買
契
約
を
終

え
、
６
月
に
は
農
地
転
用

と
開
発
許
可
を
同
時
申
請

す
る
と
い
う
行
程
。
隣
の

流
山
市
で
今
も
増
設
中
の

物
流
セ
ン
タ
ー
に
続
く
、

東
京
五
輪
景
気
が
後
退
し

な
い
間
を
見
計
ら
っ
て
の

突
貫
計
画
で
す
。

　

計
画
を
知
っ
た
市
民
は

矢
切
の
農
地
と
景
観
を
守

ろ
う
と
、
オ
ー
ル
松
戸
の

「
矢
切
の
耕
地
を
未
来
に

つ
な
げ
る
会
（
以
下
、
つ

な
げ
る
会
）」
発
足
へ
活

動
を
開
始
。
準
備
会
を
立

ち
上
げ
、
広
く
呼
び
か
け

人
と
賛
同
人
を
募
り
、
５

月
は
親
子
で
田
植
え
体

験
、
矢
切
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
を
知
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
７
月
は
夏
野
菜
の
収

穫
、
９
月
は
稲
刈
り
。
並

行
し
て
宣
伝
用
リ
ー
フ
と

チ
ラ
シ
を
作
成
し
矢
切

ビ
ー
ル
祭
り
や
京
成
柴
又

駅
、Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
で
配
布
、

矢
切
地
区
に
は
戸
別
配

布
、
渡
し
に
よ
っ
て
矢
切

と
一
路
の
観
光
ル
ー
ト
に

あ
る
柴
又
帝
釈
天
参
道
の

土
産
物
屋
に
も
配
布
。
各

所
で
嬉
し
い
反
響
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
活
動

に
苛
立
っ
た
の
か
、
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
は
「
地
権
者
連

絡
協
議
会
」
を
ダ
ミ
ー
に
、

つ
な
げ
る
会
（
準
）
に
申

入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。

代
替
地
を
用
意
す
る
、
全

体
の
景
観
に
配
慮
す
る
、

緑
地
も
十
分
確
保
す
る
、

市
に
固
定
資
産
税
な
ど

３
億
円
が
入
る
、
２
千
人

の
雇
用
を
創
出
す
る
と
計

画
を
バ
ラ
色
に
脚
色
。
そ

の
一
方
で
95
名
の
地
権
者

は
契
約
済
み
、
皆
さ
ん
は

第
三
者
だ
、
分
断
は
や
め

ろ
と
脅
迫
ま
が
い
の
も
の

で
し
た
。
大
体
、
手
付
金

ゼ
ロ
・
違
約
金
１
人
10
億

円
（
総
工
費
５
０
０
億
円

の
２
％
）
と
い
う
べ
ら
棒

な
契
約
、
し
か
も
坪
８
万

円
の
安
値
で
買
い
叩
く
地

上
げ
商
法
。
背
景
に
物
流

の
統
合
効
率
化
政
策
が
あ

り
、
農
地
や
緑
に
対
す
る

愛
着
は
皆
無
、
市
民
感
覚

と
は
無
縁
で
す
。

　　

そ
う
し
た
圧
力
に
ひ
る

む
こ
と
な
く
、
つ
な
げ

る
会
は
９
月
５
日
に
約

２
０
０
人
の
参
加
を
得
て

発
足
し
ま
し
た
。
共
同
代

表
に
万
星
食
品
会
長
の
佐

藤
清
さ
ん
、
料
理
研
究
家

の
島
村
は
る
代
さ
ん
を
選

出
。
今
後
の
取
り
組
み
で

「
物
流
セ
ン
タ
ー
建
設
を

止
め
る
」こ
と
を
目
指
し
、

「
矢
切
農
業
の
持
続
的
な

振
興
を
図
る
た
め
、
後
継

者
問
題
や
農
地
の
保
全
な

ど
、
問
題
解
決
の
方
策
を

研
究
し
、
営
農
希
望
者
を

積
極
的
に
支
え
る
」(

要

旨)

な
ど
の
目
標
を
確
認

し
ま
し
た
。　

【
松
戸
発
】

ス
革
命
。
君
主
制
と
貴
族

身
分
を
廃
止
し
、
自
由
で

平
等
な
民
主
主
義
国
家
を

誕
生
さ
せ
た
・
・
・
は
ず

だ
っ
た
」。
し
か
し
、
実

現
し
た
社
会
は
目
指
し

た
「
夢
」
と
は
ほ
ど
遠
い

も
の
だ
っ
た
。
と
切
り
込

み
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー

ゴ
ー
の
小
説
「
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
」
は
フ
ラ
ン
ス
革

命
後
の
悲
惨
な
社
会
状
況

を
描
い
た
長
編
小
説
で
、

ジ
ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
は
そ

の
中
の
一
編
で
あ
る
と
話

さ
れ
、
映
画
「
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
」
の
挿
入
歌
「
夢

破
れ
て
」
を
歌
い
ま
し

た
。
志
田
さ
ん
は
綺
麗
な

声
で
、ま
さ
に
プ
ロ
並
み
。

ジ
ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
の
物

語
は
憲
法
25
条
・
26
条
に

関
係
す
る
話
だ
と
も
語
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
「
１
７
７
６
年

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
。
ア

メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
独
立
と
共
に
、君
主
制
・

身
分
制
を
否
定
し
て
、
自

由
で
平
等
な
民
主
主
義
国

家
を
誕
生
さ
せ
た
・
・
・

は
ず
だ
っ
た
」。
し
か
し
、

奴
隷
制
と
い
う
身
分
制
度

が
残
っ
た
。
日
本
で
も
お

な
じ
み
の
「
ア
メ
ー
ジ
ン

グ
・
グ
レ
ー
ス
」
と
い

う
曲
は
、
奴
隷
制
時
代

に
、
奴
隷
制
廃
止
運
動
の

中
で
歌
わ
れ
た
シ
ン
ボ
ル

ソ
ン
グ
で
、
こ
れ
も
歌
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

他
、「
オ
ー
バ
ー
ザ
レ
イ

ン
ボ
ー
」
や
「
朝
日
の
当

た
る
家
」
な
ど
、
有
名
な

曲
の
本
来
の
詩
の
意
味
や

ど
の
部
分
が
憲
法
に
関
係

し
て
い
る
の
か
な
ど
、
歌

を
交
え
な
が
ら
の
講
演
で

し
た
。　
　
　

【
市
原
発
】

巨
大
物
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
予
定
地

志
田
陽
子
先
生


